
 

 

 

 
  

 

『インディアカ』  

 「インディアカ」は羽根のついた特殊なボールを手で打ち合う、バレーボールとよ

く似たニュースポーツです。インディアカのボールについている羽根によってスピ

ードが緩和され、初めてプレイする人でも恐怖心を覚えずにプレイすることができ、

初心者でも楽しむことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  肘から先だけを使うよ 

 

 

 
 

声をかけあって、プレイしよう！ 

※インディアカのルールは裏を見てね 

                                       

 

 

インディアカボール→ 

 

 

多可町スポーツ推進委員会          Let’s New Sports ! 

ワクワク （（（♥）））   スポーツ紹介   

 ニュー ! 

スポーツ紹介 

 
“用具貸出し” 

“出前講習”ＯＫ!! 

【発行・問合せ先】 多可 町 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 会 

事務局 ／ 〒 679-1114 多可町中区岸上２８１－５１（アスパル内） 

         TEL（０７９５）３２－５１２２ FAX（０７９５）１９３７ 
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6．１ｍ 

 

       サイドライン 13.4ｍ 

 ●『インディアカ』のルール                       

※競技用具は（社）日本インディアカ協会公認のインディアカボールを使い、クッションの入った平た

いパッドの部分を素手で打つ。 

１コート内競技者は４名（男女混合は２～３名の女子がいること）で、交替競技者を４名までおくこと

ができる。 

２インディアカボールを肘から先の片手（ネットを越えてくる第１打とブロックは両手を使っても良い）

でプレーし、ネットを越えて相手側コートに打ち込み、インディアカボールを相手側コートに落とす

ことにより得点となる。 

３競技開始前にコートをとるかサービスをとるかをじゃんけん等で決める。 

４コート内での競技者は、前列３名、後列１名に分かれ、左右及び前後の競技者は足が触れ合わないよ

うに位置する。 

５前列競技者（３名）は、どの位置からもアタックプレーができ、ブロッキングにも参加できるが後列

競技者（１名）は、アタックライン後方からのアタックプレーはできるがフロントゾーンでのアタッ

クプレー及びブロッキングに参加することはできない。 

６サービスは後列に位置する競技者がコートのエンドラインの外側からアンダーハンドで行う。 

７サービスは１回とし、インディアカボールがネットに触れた場合は失敗となる。また、相手側に得点

されるまで同じ競技者がサービスを行う。 

８競技は２１点を１セットとして３セットマッチで行い、２セット先取したチームが勝者となる。なお、

得点はラリーポイント制とする。 

９インディアカボールがネットを越えて相手側に打ち返すまでの打球許容回数は３回に限られている。

ただしブロッキングまたはネットプレーが含まれるプレーの場合はこの限りではない。 

10競技がインプレーのとき、プレーヤーはセンターラインを踏み越えてはならない。 

11 同じ競技者が２度続けてインディアカボールに触れてはならない。ただしブロッキングとネットプレ

ーをしたときはこの限りではない。 

12 相手側コートのインディアカボールに触れてはならない。ただしアタックをした後に手がネットを越

えてしまっても反則とはならない。 

13ブロッキングは前列競技者３名が両手を使って行っても良い。また、打球許容回数として数えないし、

ブロッキングをした競技者は続いてインディアカボールに触れても反則とはならない。 

14 競技がインプレーの状態にあるとき、身体、衣服のどの部分でもネットに触れた場合、また、アタッ

ク及びブロッキングの際にネットに触れた場合は反則となる。 
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 ネット高さ（目安）     

男子：2.15ｍ 

シニア男女混合・女子：２ｍ 

シニア（女子のみ）：1.85ｍ 

バドミントンコートと同じサイズ 


